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P3−20−5　周産期医療情報 データ 共有 に よる周産期 医療情報 ビ ッ クデ
ータベ ー

ス 化 に向け て
一SS− MIX を利用 した 産 科医

療情報連携グ レードル パ ス シ ス テ ム の 構築
一

岩手県立 大 船 渡 病院

菅原千裕 三 浦自雄，村井正俊，岩間英範，小笠原敏浩

【目的】現在，わ が県 で は イ ン タ
ーネ ッ トを利用 した周産期医療情報ネッ トワ

ー
ク シ ス テム で 広い 県土の 医療機関を繋 ぎ，医

療機関と市町村 を繋 ぎ，不 足 して い る 医 療資源 と社会（福祉）資源を IT で 相互 補完す る地 域 連携 型 周産期医療情報ネ ッ トワ
ー

ク シス テ ム を運 用 して い る．今回，各医療機関に 周産期部門電子 カ ル テ を導入 し，周産期医療情報 シ ス テ ム との 連携を実現し，
県の 周産 期 情報を一元管理 で きる ビ ッ ク デ ータ ベ ース を構築す る 取 り組み を述べ る，尚，イ ン フ ォ ーム ドコ ン セ ン ト及 び 倫理

委員会で 承認を得て い る ．【方法】1）周産期電于 カ ル テ を部 門 シ ス テ ム と して 導入 し，総 合 電 子 カル テ 等院内 シ ス テ ム と連 携

作業 をお こ な う．2）病院 施設で 作 成 され た SS −MIX フ ァ イ ル をセ ン タ
ー

に 集積処理を行い 産科医療情報連携 グ レ
ー

ドル パ ス

シス テ ム に よる周 産 期電 子 カ ル テ の 連携作業 をお こ なう．【成績】1）平成 25 年 6 月から周産期部門電子 カ ル テ運用を開始し

た．2）総合電子 カ ル テ と妊婦検査 データ の 共有 に成功 した．3）同年 7月 か ら産科医療情報連携 グ レードル パ ス シス テ ム を構
築し，周産期医療情報シス テ ム との 連動化 に 成功 した，4）導入開始か らシ ス テ ム の 改修を開始した．【結論】今 回 の 導入 デ

ー

タ連携により県 の 産科医療機関問での 妊婦検査 データ ・助産録などの データ共有が可能とな っ た．さ らに母体搬送 ・新生児
搬送を含 め 施設 問紹介 で迅 速 な デ

ータ共有が 可 能 と な る．今後，医療機関間，医療機関
一
市町村 の 連携 を さ ら に 強化 し，周産

期情報を一
元管理 で きる ビ ッ ク デ

ー
タ ベ ー

ス の 構築をめざし， 県内周産期医療施設へ 普及 して い きたい．

P3−20−6　妊婦用ス マ
ートフ ォ ン ア プ リ の 開発 と実証実験

NTT 東 日本関東病院

杉 田 匡聡 ，朝見友香，鈴木美奈子，上 野 山麻水，近藤
一

成．喜多川亮，佐藤奈加子，忠内　薫，角 田　肇

【目的】妊婦用 ス マ ートフ ォ ン ア プ リ を開発 し，こ れ を用 い る こ とに よ り産婦 人科医 ・助産師と妊婦 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 質を 向上 させ る こ と を実証す る こ と．【方法】当科 と民聞企業 と共同で，医療従事者 （医師 ・助産師 ・事務担当）と患者に 事

前 イ ン タ ビュ
ーを行 い ，両 者の ニ ーズ に つ い て 十分 に検討 し，妊婦 ラーニ ン グ ア プ リ を作 成 した．当院 倫 理 委 員 会 の 承 認 を得

た後，当院産科外来 に通 院 中の 妊 婦 で ，本実証実験 モ ニ ター
希望 者 に 十分 な説明 と同意 を行 い ，本 ア プ リ を イ ン ス トール した

ス マ
ートフ ォ ン を 2 か 月間無償貸与 した．ア ン ケ ート，ア プ リ に対す る ロ グ イ ン情報，健診時の 意見 な ど を ア ウ トプ ッ トと し

た．【成績】31名の 妊婦が本実証実験 に参加 した．す で にス マ ートフ ォ ン を使用 して い た の は 24名 （77．4％ ）で あ っ た．患者

年齢は 22 歳か ら 42歳 に分 布 （平 均 32．7歳 ） し，初 産 婦 22名 （71．0％），経 産婦 9名 （29．0％ ）で あ っ た，使用 後の ア ン ケー

トで は，93．6％ が 「妊 娠 ・出 産 に 対す る知識が 深 ま っ た」，6L3％ が 「ア プ リ利用前 よ り不安が軽減」，5工．6％ が 「病院に 対す

る 満足 度が あが っ た」と回 答 し た．ロ グ イ ン 後の ア ク セ ス は ，体調 データ の 入 力率が 68．0％，児 に 関 する 情 報 の 確認率が 51．9％
で あ っ た．医師，助産師もア プ リの 管理 画面を利 用 する こ とで，体調 の 変化 を確認 し，様々 な質問，希望 な どを受診前に得る

こ とが で きた．【結謝 ス マ
ートフ ォ ン を利用 し た病 院 か らの 情報提供 は ，妊婦満足度が 高か っ た．一

方，医療者側 も妊婦 の 健

康状態や 質問を前もっ て 知 る こ と は，限られた健診の 時間内 に的確なア ドバ イス をする ため に 有用 で あり，本ア プ リは双方 の

コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 質を向上 させ る こ とが で きた．

P3−20・7　当院に お ける ロ
ー

リス ク 妊婦の 分娩成績
一

院内助産 シ ス テ ム の 導入へ 向けて
一

NTT 東 日本札幌病院

鈴木利理，西川　鑑，齋藤雅恵，清水亜 由美，二 瓶岳 人

【目的】出産の 多様性，安全で 快適な分娩を目指すために は分娩前の リス ク評価が重要で あ る．院内助産 シ ス テ ム の 導入を目

指 し，当院 で ロ ーリ ス ク と評 価 され た 妊 婦 の 分娩成績 につ い て検討 した．【方法】　2012年 1月 か ら 12月 に当院 で 分娩 した 587
例 を対象 に した．産婦人 科診療 ガ イ ドラ イ ン産科編 2011 記載の Low 　risk 妊婦抽出の た め の チ ェ ッ ク リ ス トに 基 づ き，初診時

問診よりロ ー
リス ク群を選別した．ロ ーリス ク群 （A 群）， 妊娠中に ロ ーリス ク から脱落した群 （B 群），ロ ーリス ク以外 （C

群）を比較し，分娩様式，出生体重，分娩時出血量，分娩週数，陣痛促進剤 の 使用，新生児 Apgar　score に つ い て 前方視的に

検討 した．【成績】全 587症 例 中，A 群 105例，　 B 群 13例，　 C 群 469例で あ っ た．　 B 群 は 妊 娠 期 間中に PIH，羊水過 少．切 迫

早 産等を認 め た た め ロ ーリス ク 群 か ら脱落 して い た．全帝王切開率は A 群 6．7％ （7／105例），B 群 46．2％ （6／13例），C 群 23，9％
（112／469例） で あ り，A 群 とB 群，　 A 群 とC 群 にお い て 有意差を認 め た．また緊急帝王切開 は A 群 6．7％ （7／le5例），　 B
群 23．1％ （3／13例），C 群 9．6％ （45／469例），吸 引 分 娩は A 群 3．8％ （4／105例 ），　 B 群 7．7％ （1／13例 ），　 C 群 14．8％ （25／469
例）で あ り，い ずれも有意差は認め なか っ た．出生 体重，分娩時出血 量，分娩週 数 陣痛促進剤 の 使用 ，新 生 児 Apgar 　score

の い ず れ の 項 目で も有意 差 は認 め なか っ た，【結論】当院 に お け る 全帝王 切開率 は A 群が 有意 に 低 い が，緊急帝王 切 開率，吸

引分娩率 は い ずれの 群 にお い て も有意差 を認め な か っ た．以 上 よ りロ ーリス ク群 で急速遂娩 に なる率 は他群 と差がなく，分娩

時 の 胎 児評 価 の 重要性を再認識 し た．院内助産の 導入 に あた っ て は急速遂娩の 適応の 習熟 が必須 で ある と考えられ た．
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